
 

 

 

 

 

 

 

江戸時代、寒冷化が襲った  

令和7年5月23日    

江戸川区気象防災アドバイザー 藤井 聡    

今月
こんげつ

21日
にち

から「小満
しょうまん

」。太陽
たいよう

の光
ひかり

を浴
あ

び

てすくすく育
そだ

った生
せい

命
めい

が天地
てんち

に満
み

ち始
はじ

める頃
ころ

のことをいいます。植物
しょくぶつ

は光合成
こうごうせい

をして大
おお

きく育
そだ

ちます。太陽
たいよう

の光
ひかり

、水
みず

と程
ほど

よい温度
おんど

は植物
しょくぶつ

には無
な

くてはならないものです。もし

植物
しょくぶつ

が無
な

くなったら、人
ひと

も動物
どうぶつ

も食 糧
しょくりょう

が

無
な

くなって生
い

きていけなくなりますね。 

さて、江
え

戸
ど

時代
じだい

の中頃
なかごろ

に気温
きおん

の低
ひく

い状態
たい

が

続
つづ

き、農作物
のうさくぶつ

の取
と

れないことがありました。よく云
い

われている「飢饉
ききん

」です。そのうちの１つ、

「天明
てんめい

の飢饉
ききん

」は低温
ていおん

などの影響
えいきょう

で東北
とうほく

地方
ちほう

を中心
ちゅうしん

に作物
さくもつ

が取
と

れず、餓死
が し

した人が東北
とうほく

地方
ちほう

だ

けでも数万
すうまん

とも十
じゅう

数万
すうまん

とも云
い

われています。死体
したい

があちこちの道
みち

にあふれ、人
ひと

は草木
くさき

の根
ね

や死
し

んだ人
ひと
の肉

にく

を食
た

べるなど悲惨
ひさん

な状 況
じょうきょう

に陥
おちい

ったそうです。 

この低温
ていおん

は、1783年
ねん

に発生
はっせい

したラキ火山
かざん

（アイスランド）の噴火
ふんか

の影響
えいきょう

です。大量
たいりょう

の火山
かざん

灰
ばい

から生
しょう

じた物質
ぶっしつ

が、世界中
せかいじゅう

の大気
たいき

に広
ひろ

がって日光
にっこう

を遮
さえぎ

ったため、地球
ちきゅう

全体
ぜんたい

の気温
きおん

を大
おお

きく下
さ

げたと言
い

われています。ヨーロッパやアメリカでは深
ふか

い霧
きり

が立
た

ち込
こ

め気温
きおん

が下
さ

がり、作物
さくもつ

が育
そだ

た

ず飢
き

饉
きん

になったようです。日本
にっぽん

では同
おな

じ年
とし

に発生
はっせい

した浅間山
あさまやま

の噴
ふん

火
か

の影響
えいきょう

が加
くわ

わって「天
てん

明
めい

の

飢
き

饉
きん

」になったとも考
かんが

えられています。他
ほか

に、噴火
ふんか

が突然
とつぜん

の寒冷化
かんれいか

をもたらした例
れい

として、

1815年
ねん

のタンボラ火山
かざん

（インドネシア）の噴
ふん

火
か

は、アメリカに６月
がつ

の雪
ゆき

をもたらしたそうです。

ヨーロッパでは夏
なつ

の長
なが

雨
あめ

で作物
さくもつ

が何
なに

も獲
と

れなかったそうです。急
きゅう

に日
ひ

差
ざ

しが少
すく

なくなり低温
ていおん

に

なると植
しょく

物
ぶつ

が育
そだ

たなくなるので恐
おそ

ろしいですね。 

東京地方の週間天気予報 

（気象庁ＨＰから抜粋） 

 

週末はまた天気がくずれてしまいそうです。 

 

クリックすると気象庁による新しい情報が見られ

ます。 

写真 浅間山（気象庁撮影） 

https://www.jma.go.jp/bosai/forecast/#area_type=class20s&area_code=1312300

